
Information

9 ―
情報広場

リクと暮らせばイノセンス 国宝　上 ・下

オードリー・ ヘプバーン たった２℃で…地球の気温上昇がもたらす環境災害おじいちゃんとパン

シェパードやドーベルマンな

ど、 訓練を受けた優秀な番犬

を自宅に迎えられる 「レンタル

番犬サービス」。 利用者は手

間なく、 日々の安全と癒しを

手にすることができる。ただし、

月額十万円。 高齢のひとり暮

らしや女性ばかりのシェアハウ

スなど、 さまざまな事情を抱え

た人々に、 番犬たちは静かに

寄り添い、 家を守る。 犬と人

との幸せな絆の物語。

音楽活動に行き詰まった立石

梨紅は、 数年前に業界から消

えた人気ロックバンドのギタリ

スト ・ 伊丹孔善の楽曲と出会

う。 彼にアドバイスをもらおう

とするも、 消息は不明。 自身

の手で探そうと決意するが…。

天才ギタリストは、 一体どこに

消えたのか。 夢から逃げた男

と、 夢を追いかける女。 すべ

ての大人たちに贈る青春小説。

1964年元旦、 長崎は老舗料

亭 「花丸」。 侠客たちの怒号

と悲鳴が飛び交うなかで、 こ

の国の宝となる役者は生まれ

た。 男の名は、 立花喜久雄。

任侠の一門に生まれながらも、

この世ならざる美貌は人々を

巻き込み、 喜久雄の人生を思

わぬ域にまで連れ出していく。

貴族の家系に生まれながらも

愛情に飢えた少女時代、 戦禍

に翻弄されバレエダンサーへ

の夢を断たれた青春時代、 華

やかな芸能生活の陰で満たさ

れない 「あたたかな家庭」 へ

の憧れ、 ユニセフの活動を通

じて世界の子ども達へ注いだ

愛情など、 伝説の女優の知ら

れざる生涯を描きます。

気候変動による地球の温暖化

は、 まったなしの大問題です。

この絵本では、 もし地球の気

温が２℃あがったら、 私たち人

間もふくめて地球上のすべて

の生きものに大きな影響があ

ることを、 子どもたちにも直感

的にわかるような構成と絵に

よって伝えます。

甘いものが大好きなおじい

ちゃん。 食パンに、 毎日ジャ

ムやマシュマロなどの甘いもの

を塗って食べています。 その

甘いパンを楽しみにしているの

が、 まごの 「ちびすけ」。 この

ちびすけの成長を、 食パンレ

シピと共につづります。
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たな作

麻生　かづこ作

キムファン　作

い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
猿
払
支
署
と
猿
払
消
防
団
で

は
、
期
間
中
、
歳
末
警
戒
巡
回
の
実
施

と
サ
イ
レ
ン
（
毎
日
、
午
後
６
時
に
１

回
・
３
０
秒
間
）
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で

住
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

◆
ス
ト
ー
ブ
周
り
の
安
全
に
関
し
て

　

寒
い
季
節
と
な
り
、
ス
ト
ー
ブ
を
使

う
頻
度
が
増
え
て
き
ま
す
。
洗
濯
物
な

ど
を
乾
か
す
た
め
に
、
ス
ト
ー
ブ
の
真

上
や
近
く
で
干
す
行
為
は
非
常
に
危
険

で
す
。
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
が
落

ち
て
し
ま
っ
た
ら
火
災
に
つ
な
が
り
大

惨
事
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
危
険
で
す

の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
令
和
８
年
新
春
消
防
出
初
式
サ
イ
レ

ン
吹
鳴

　

令
和
８
年
１
月
６
日
㈫
に
猿
払
村
役

場
駐
車
場
及
び
役
場
交
流
セ
ン
タ
ー
に

て
、
新
春
消
防
出
初
式
を
挙
行
す
る
予

定
で
す
。
挙
行
の
際
は
、
当
日
午
前
８

時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
い
た
し
ま
す
。

■
猿
払
支
署　

☎
２
‐
２
１
１
９
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必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

従
業
員
（
納
税
義
務
者
）
は
、
金
融

機
関
に
出
向
い
て
納
税
す
る
手
間
が
な

く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
特
別
徴
収
は
納

期
が
年
１
２
回
な
の
で
、
普
通
徴
収
に

比
べ
て
１
回
あ
た
り
の
納
税
額
が
少
な

く
な
り
ま
す
。

【
掲
載
内
容
に
関
す
る
こ
と
】

■
北
海
道
宗
谷
総
合
振
興
局　

税
務
課

☎
０
１
６
２-

３
３-

２
５
１
９

【「
特
別
徴
収
」の
手
続
き
に
関
す
る
こ
と
】

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

◆
歳
末
警
戒
実
施
と
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

【
実
施
期
間　

令
和
７
年
12
月
28
日
㈰

～
30
日
㈫
の
３
日
間
】

　

年
末
の
忙
し
い
時
期
を
迎
え
ま
し

た
。
火
を
取
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
、

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
の
時
期
に

は
、
扱
い
慣
れ
た
火
で
も
、
僅
か
な
油

断
や
不
注
意
で
大
き
な
火
災
に
繋
が
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。
今
一
度
、
ご
家
庭

の
「
火
の
元
」
を
確
か
め
て
、
明
る

　

道
村
民
税
の
第
４
期
と
国
民
健
康
保

険
税
の
第
６
期
納
期
限
は
12
月
25
日
㈭

で
す
。
納
期
内
の
納
付
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
口
座
自
動

振
替
を
設
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
前
日

ま
で
に
残
高
の
ご
確
認
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、
事

業
主
（
給
与
支
払
者
）
が
所
得
税
の
源

泉
徴
収
と
同
じ
よ
う
に
、
従
業
員
（
納

税
義
務
者
）
に
代
わ
り
、
毎
月
従
業
員

に
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
を
引

き
去
り
（
給
与
天
引
き
し
）
、
従
業
員

が
居
住
す
る
市
町
村
に
納
入
し
て
い
た

だ
く
制
度
で
す
。

　

事
業
主
（
給
与
支
払
者
）
は
特
別
徴

収
義
務
者
と
し
て
、
法
人
・
個
人
を
問

わ
ず
、
全
て
の
従
業
員
に
つ
い
て
、
個

人
住
民
税
を
特
別
徴
収
し
て
い
た
だ
く

税
務
係
か
ら

納
期
の
お
知
ら
せ

従
業
員
の
個
人
住
民
税
は

特
別
徴
収
で
納
め
ま
し
ょ
う

猿
払
支
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

令
和
６
年
度
決
算
に
係
る
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率

～
情
報
開
示
の
徹
底
と
財
政
の
早
期
健
全
化
～

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
「
健
全
化
判

断
比
率
」
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

　

こ
の
法
律
は
、
分
か
り
や
す
い
財
政
情

報
の
開
示
と
自
主
的
な
改
善
努
力
に
よ

る
財
政
健
全
化
を
目
的
に
作
ら
れ
た
も

の
で
、
４
つ
の
財
政
指
標
か
ら
構
成
さ
れ

る

「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
公
営
企
業

の
経
営
状
態
を
示
す

「
資
金
不
足
比
率
」

が
公
表
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
の
比
率

が
基
準
を
超
え
る
と
、
段
階
的
に

「
早

期
健
全
化
団
体
」
「
財
政
再
生
団
体
」
と

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
議
会
の
議
決
を
経
て

「財
政
健
全
化
計
画
」
「
財
政
再
生
計
画
」

を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆猿払村の状況

比率の名称
猿払村の状況 早期健全化

基準
財政再生
基準令和６年度 令和５年度

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 該当なし 該当なし 15％以上 20％以上

連結実質赤字比率 該当なし 該当なし 20％以上 30％以上

実質公債費比率 11.4％ 10.1％ 25％以上 35％以上

将来負担比率 48.5％ 27.6％ 350％以上 ―

資
金
不
足
比
率

国保病院事業会計 該当なし 該当なし

20％以上 ―簡易水道事業会計 該当なし 該当なし

下水道事業会計 該当なし 該当なし

◆各比率の説明

比率の名称 内　　　容

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 一般会計の実質的な赤字を示す比率です。

連結実質赤字比率 全ての会計の実質的な赤字を示す比率です。

実質公債費比率
公債費（借金の償還費用）とこれに準じた経費

の比重を示す比率です。

将来負担比率
村の持つ借金残高など、一般会計が将来負担すべ

き実質的な負債を捉えた比率です。

資金不足比率 公営企業ごとの資金不足額の比率です。

全ての比率で「早期健全化基準」未満、「健全段階」です。

Q1 Q2 Q3

※答えは来月号で紹介します

「12月に関する雑学クイズ」

12 月に咲く花として知
られる、赤と緑が特徴
的な植物は？

１年の世相を表す「今
年の漢字」はどこで発
表される？

日本で 12 月に行われ
る「煤払い（すすはら
い）」とは何のこと？

①バラ
②ポインセチア
③アンスリウム

①神棚の交換
②家や寺の汚れを
　落とすこと
③家計を立て直すこと

①浅草寺
②清水寺
③東大寺


